
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

47,082,778平均値 59.9 65.4 65.7 65.0 66.8平均値 45.8 48.9 50.3 49.8 50.9

当該値 31.4 36.9 39.9 43.1 46.0
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当該値 37,920,576 38,817,187当該値 48.9 54.1 57.6 64.2 69.7

H27 H28 H29

　平成29年度は「地域医療支援病院」の承認を
受け、さらなる地域医療の充実に努めた。
　収支面では、救急車受容率向上に向けた取り
組み等により、前年度比で約2,900万円を改善で
きたものの、人員体制強化等の影響から支出を
上回る収益確保には至らなかった。
　今後は、新公立病院改革プランとしての第三
次経営計画に基づき、地域医療支援病院として
適切なマンパワーの充実、中核病院としての主
要な医療機器等の更新・整備を図るとともに、
経営の改善に努める。
　また、引き続き京都府南部の唯一の公立病院
として地域医療の拠点としての役割を果たすた
め、高齢化の進行に伴い増加する疾患への対
応、救急医療の受入強化、人口増加地域である
ことを踏まえた周産期医療等を推進していく事
が重要と考える。
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39,579,875 39,885,402 39,940,408

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 40,264,615 41,593,368 42,578,034 45,645,830

全体総括

平均値 23.2 23.2 23.9 23.8 23.9平均値 54.0 55.6 54.8 55.8 56.1

51,130 51,807 51,179 52,123

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 11,941 12,272 13,096 13,552 13,792

22.9当該値 42.6 45.2 46.7 49.7 51.2

平均値 48,203 48,921 50,413 50,510 50,958

当該値 23.5 23.2当該値 12,060 12,250 13,313 13,819 14,441当該値 51,637

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産の更新については、新公立病院
改革プラン等で策定した投資計画に基づき、適
切に管理しており、経営指標においても類似団
体との大きな乖離は無い。
　今後も経営状況を鑑みながら、山城南医療圏
の医療需要に対して、地域に必要な医療機能を
確保し、政策医療や良質な医療を安定的かつ継
続的に提供するために、有形固定資産の適切な
更新・整備を図る。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

23.5 23.4

72.6 73.5

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

85.3 80.7 73.1 76.3 80.7 平均値92.2 90.2 91.1 90.1 89.6 平均値

68.0 70.2

平均値 99.0 97.7 98.0 97.2 97.0 平均値

6.0 7.9 9.1 当該値 69.5 68.198.5 95.0 95.6 当該値 9.1 8.1

70.5 70.6 71.3

当該値 104.4 103.0 101.0 98.7 99.2 当該値 104.8 100.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　当院の経営指標において「③累積欠損金比
率」については、平均を大きく下回っており、
医業収益に占める欠損金の割合は少ないと言え
るが、引き続き健全な経営基盤を確立すべく、
欠損金解消に向けた収支改善策を進めていくこ
とが不可欠である。
　「④病床利用率」について、当院が有してい
る10床の感染症病床を除いた利用率は72.4%とな
るものの、利用率が伸び悩んでいる要因として
は、特定診療科医師及び医師全体数の不足によ
る受入体制が不十分である事や平均在院日数の
短縮に伴う延患者数の減少が考えられる。
　対策として、マンパワー充実を図ることによ
る受入体制の整備、救急搬送受容率の強化、地
域医療支援病院の資格取得による地域医療機関
との連携強化等により病院の責務を果たしつつ
収益向上に努めていく。
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　山城南圏域における、唯一の中核的公立病院
として、救急医療及び小児・周産期医療などの
不採算部門にかかわる政策的医療をはじめ、感
染症医療や災害医療等を担っている。
　また、平成29年11月に地域医療支援病院の承
認を受けたことで、地域の医療機関との密接な
連携や専門外来・入院等の面で地域医療の中核
的な役割を担っている。
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人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 25 対象 ド 透 I 未 訓 救 臨 感 災 地 - 10 321

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 311

経営比較分析表（平成29年度決算）
京都府国民健康保険山城病院組合　京都山城総合医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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